
子ども・子育てにやさしい社会を
実現するための提言

全 国 知 事 会

子 ど も ・ 子 育 て 政 策 推 進 本 部

令 和 ５ 年 ８ 月





１ 教員の負担軽減と教育の質の向上の一体的推進
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○ 教員の負担軽減と教育の質の向上を図るため、教員定数の一層の改
善・充実を図るとともに、外部人材の活用に向けた財政措置を拡充す
ること

○ 働き方改革の更なる加速化や処遇改善などに総合的に取り組むこと

１．提言の趣旨

１

提言 重点事項 ＜文部科学省＞

• 学校を取り巻く課題が複雑・多様化し、教員に求められる役割が拡大
• 児童生徒の学びを支える教員の心身の健康に少なからず影響あり
• 日々の教育活動の質にも関わる重大な問題

２．現状・課題

教員の長時間労働の実態

○ 学校を支える人員体制の強化を図るとともに、教員の働き方改革の更
なる加速化や処遇改善などに総合的に取り組まれたい

• 首長部局等に比べて、教
育委員会の取得率は低い

男性育休の取得が
より困難な環境

令和３年度地方公共団体の勤務条件等に関する調査

• 教員の負担軽減を図り、子どもと向き合う時間を確保することは、子
ども政策を推進する上でも重要

子ども政策における教育の意義

男性職員の育児休業取得率 ※括弧内は令和２年度



○ スクールカウンセラー（ＳＣ）やスクールソーシャルワーカー（ＳＳ
Ｗ）などの配置拡充のための予算確保や補助率の引上げなどの制度充
実を図ること

１．提言の趣旨

＜いじめ・不登校対策等＞
 不登校児童生徒数は９年連続で増加
 いじめの認知件数や命の危険、不登校につながった疑いのある重大事

態の発生件数は増加傾向
 専門性を有するＳＣやＳＳＷが担う役割は一層重要
＜要日本語指導対策＞
 平成２４年度以降、日本語の話せない児童生徒数が増加傾向
 日本語指導への体制整備が必要

２．現状・課題

取り巻く環境の複雑・困難化

○ 子どもの行動や感情の変化、生活環境等を初期段階で把握し、問題行
動等の未然防止や早期対応を行えるよう、体制の強化をお願いしたい

２

２ 困難な環境にある子どもたちへの支援体制の強化
［提言：３(4)④］
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推進本部全 国 知 事 会提言 重点事項 ＜文部科学省＞

令和３年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果より作成

不登校児童生徒数 いじめの認知件数・重大事態発生件数



○ ＧＩＧＡスクール構想で整備された端末等を維持・更新する財源を国
で確保すること

１．提言の趣旨

• ＩＣＴの活用により、誰一人取り残すことなく学びを保障するものと
して、令和元年度より国策として推進

• 教師も児童生徒も最大限の力を発揮できる教育ＩＣＴ環境が整備され
るよう、引き続き国のリーダーシップに期待

２．現状・課題

構想の着実な実施

○ １人１台端末環境の維持・更新のための財政支援をお願いしたい
○ 地方の創意工夫により、１人１台端末を更に効果的に活用し、学びの

質を向上できるよう、更なる環境整備をお願いしたい
 

（例）
・ 遠隔教育の柔軟な実施
・ デジタル教科書の無償使用に向けた財政支援
・ デジタル教材や関連するソフトウェアへの財政支援 等

３

３ ＧＩＧＡスクール構想の着実な実施に向けた支援の充実
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